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2月 12日に第 4回 CS会議が開催されました 

 今回の協議事項 
 
・11 月から 2月の生徒のようす      ・学校評価について 
・今年度の活動報告について 
・亀山市小規模特認校制度について  ・来年度について 
  
  
(1) 11 月から 2月の生徒のようす 
 
・人権学習や人権フォーラム、避難所開設訓練、また亀山市内の料理人の方々から食育の授業と
して調理実習をしていただきました。たくさんの地域の方々からの協力を得て、様々な体験をする
ことができました。 
・関宿へ観光に来られた方から、関中学校の子ども達の挨拶を褒めていただきました。色々な場
所で、元気に挨拶ができる子ども達のことを大変うれしく思いました。 
 
【委員の方から】 
 ・11/26避難所開設訓練では、子ども達が各グループに分かれて関文化交流センターに出向き、

災害時に必要な用具等の置き場所を確認したり、体育館で段ボールベッドを組み立てたりしま
した。今後も、学校と協力をして取り組んでいきたいです。 

 ・2/4 人権学習(１年生対象)では、部落差別を自分事として捉えている子ども達の感想を嬉しく
思いました。これからも、学校全体で様々な差別について取り組んでほしいです。 

 
(2) 学校評価アンケートについて  
 
 ◎「学校では、人権の大切さについて学ぶ機会が多い。」項目について 
 →日々の人権学習の様子や人権フォーラム等の取り組みを、学校だよりで各家庭に発信したこと
や今年度からヒューマンサークルでの活動内容を、その都度ヒューマンライツ新聞として全校生
徒に発信したこともあり、評価が高かった。引き続き、人権学習に取り組んでいきたい。 

 ◎「将来の夢や目標を持っている。」項目について 
 →全学年で進路コンパス(適性検査)に取り組み、進路について話し合う機会を設けたが、全国

平均を下回る数値(58％)だった。今後も、地域の大人たちと関わり合う機会を増やし、来年度は
進路について考えるキャリア教育を早い段階から取り組んでいくようにしたい。 
◎平日や休日の家庭学習について 
→毎日学習している子ども達は7割程度。今年度は家庭学習につながるように、テスト勉強期間
中に教科担当教員に質問することができる、自習タイムを設けた。たくさんの子ども達が学習に
取り組む姿があったが、家庭学習は保護者の協力も必要である。今後も、引き続きご協力をお
願いしたい。 
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◎生徒会のボランティア活動について 
 →昨年度まで行われたクリーン作戦がなくなったためか、数値が低下傾向である。今後は、PTA
バザーや地域の行事等でボランティア活動に取り組めるような場を検討していきたい。 

 

(3) 「3 年生を送る会」が行われました 
 
  2 月 27日(金)の 5、6 限目に、生徒会役員が中心となって「3年生を送る会」をしました。 
「思い出ビデオ」の出し物では、3年生の入学式から最近の学校生活の様子や、1・2 年生時に 

お世話になり、異動された先生方からのメッセージビデオも流れました。子ども達は 3 年間の中学
校生活を友達と喜び合って見ていました。最後は、３年生の先生達から「倍倍ファイト♪」のダンスが
あり、全校みんなが大盛り上がりでした！！ 3 年生にとって、楽しい思い出となりました。 
 
 
 
    

 

 
  
 

 

 

 

(4) 卒業証書授与式が行われました 
 

3 月 6日(金)に第 78回卒業証書授与式が行われました。 
在校生が参加して、44 名の卒業生を送ることができました。 
ご卒業おめでとうございます！  
それぞれの道で活躍されることを、関中学校から応援しています！ 

 
  

 

 

  

 

 

 

◆ 来年度について ◆ 
 

学校運営協議会委員の方々、1年間本当にありがとうございました。 
来年度、第 1回 CS会議は、4月 16日(木)18 時 30分～関中学校 2F会議室にて開催予
定です。 
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  普段の関中学校の様子がご覧いただけます 
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